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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・11月3日創立記念写真撮影について

日　時：11月3日（火）

時　間：1回目～集合：9時15分　撮影：9時25分

2回目～集合：10時　　　撮影：10時10分
場　所：南山苑前（小雨決行）
対象者：全職員（パート・非常勤を除く）※私語厳禁

＜第6回院内研修＞
日　時：10月20日（火）・21日（水）　17：15～18：15
場　所：メンタルケア病棟3階会議室

テーマ：「感染対策（インフルエンザ・ノロ）」

講　師：感染対策委員会 委員長　成田 春佳Ns
＜書類等の作成及び点検について＞
『疾患別診療計画書・LASMI・転倒評価の作成について』

・２人一組の担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成、電子カルテへの登録が済んでいるかを
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田確認し、お互いに協力して期日までに終了する。LASMI等の評価も同様に行っていく。
＊LASMI、転倒転落評価は年1回（2月評価）へ変更。ただし、新規利用者は8月に評価を行うこととする。
『記録・マニュアル等の点検について』
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
デイケア：久保・鳥谷部　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も　
デイナイトケア：藤田・戸賀沢

＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載の有無
＊日誌と電子カルテの出席に漏れが無い様、毎日のチェックと毎月の確認を行っていく。
・通所の各種マニュアルの更新
＜利用者様情報＞

デイケア
・鈴木　碧様　　～スタッフへ「相談したい事があるんですけど、良いですか？」と話し掛けがあり、対応する。アルバイトを始めてから疲れが取れず、休日は昼近くまで寝過ごしてしまったり、起きた際にラジオを付けていないのに音が聞こえる事が多くなっているという。アルバイトも慣れた頃であり、自分でも気づかないうちに疲れが蓄積されているのではないか伝えている。しかし、自分で無理しているのを気付かずに体は疲れていても気持ちは元気だと活動してしまう為周囲から休むように言われる事があるという。その際は休息を取る事や周囲の方へ無理しているように見えた時は声を掛けて欲しいと伝えておく事と普段の行動を振り返り、気付けるように提案している。
デイナイトケア
・古舘　正行様　～青風荘より情報提供あり。昨日の就寝前の更衣の際に座位保持出来ず、布団の上で仰臥位になり更衣しようとするが上手く出来ず、スタッフ介入したとのこと。本日のデイナイトケアでは、運動療法でウォーキングの際に身体の傾きは少なく、あまり立ち止まることなく歩いている。
・鈴木　真知子様～来所後腹痛の訴えあり、静養室利用を希望するも、昨夜下剤を服用したと話しており、腸の蠕動運動によるものだと思われるため横になるよりも起きていた方が排便に繋がるのではないかと説明すると、椅子に座って過ごしている。運動療法では、手足の動きは小さいが動かしている。昼食後に排便状況を問うが、排便はないとのこと。
・小野寺　ノリ様～青風荘より情報提供あり。夕食全体の1/4程摂取するが、口腔内に大量の食物残渣あり、嗜好品の時間には遅れることなく自ら取りに来て摂取している。本日の朝食は主食（パン）全量、副食1/2摂取していたとのこと。本日のデイナイトケアでは、主食1/3、副食数口のみ摂取しており、しばらくすると自身の手掌に口腔内の残渣物を吐き出す行為が見られている。スタッフ声掛けし、キッチンスペースへ移動した後、うがいを行っている。体調を問うと「変わりないよ」と返答しているが、表情の冴えなさが見られている。
・稲垣　ふき様　～青風荘より情報提供あり。帰荘後は杖を使用せず普通に歩いていたが、就寝時間前には膝痛を訴え、ポータブルトイレ利用希望聞かれていたが、昨日同様の説明を行い、リハビリパンツとパットを使用したとのこと。本日のデイナイトケアでは、膝の痛みについて大きな声で話しており、歩行時も杖を突いて歩いている。運動療法では、ラジオ体操は見学しているが、筋力トレーニングには参加している。
・岩城　敏夫様　～ミーティングで体調確認を行った際、「青風荘で今朝の血圧測定の時間違って計ってやり直した、わざとだ」と質問とは全く関係ない話を始め、誰にでも間違いがあることを伝えるが、聞き入れ悪く話し続けている。その後も使用済みの尿取りパットをゴミ箱に捨てているため、ビニール袋に入れて捨て利用に声を掛けると、知らない、そんなの聞いてないと話しており、以前説明していることを伝え、ビニール袋を見せると頷いている。
ショートケア
特記する利用者様はおりません。
